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板橋区基本計画 2025 等の進捗状況 

  

基本目標 Ⅰ「未来をはぐくむあたたかいまち」 

個別政策 Ⅰ-３「安心の福祉・介護」 （主な行政分野） 福祉・介護 

10 年後の 

あるべき姿 

地域で活発に活動する民生委員や町会・自治会、ＮＰＯ・ボランティア、数多く立地する医療機関、

介護事業者などの地域資源が連携し、多様な主体によるネットワークに支えられ、高齢者が孤立せず、

介護や生活支援などが必要になったり、認知症になったりしても、住み慣れた地域で安心して暮らせる

地域包括ケアを推進するまちが実現しています。 

また、障がいがある方や、生活に困る状況にある方でも、地域で安心して住み続けられる支えあいと

自立を支援するセーフティネットが充実しています。 

当該分野の 

主な個別計画 

地域でつながるいたばし保健福祉プラン 2025、板橋区高齢者福祉・介護保険事業計画、板橋区障がい者

計画・障がい福祉計画・障がい児福祉計画 

１ 板橋区基本計画 2025 施策指標の達成状況 

指標項目 当初値 
目標値 

（令和７年度） 

現状値 

（令和５年度） 
進捗状況 

01 高齢者施策の総合的な推進と計画的な施設整備 

特別養護老人ホーム入所待機者数（実

数）（⇘） 

2,157 人 

(H26.10) 
⇘ 882 人 

概ね順調 
地域密着型サービス拠点区内事業所

数（⇗） 

60 所 

(H27 年度) 
86 所 70 所 

02 介護サービスの充実と介護予防の推進 

高齢者人口に占める要介護者の割合

（⇘） 

18.0％ 

(H26.10) 
⇘ 20.8％ 

概ね順調 生計困難者等に対する利用者負担額

軽減制度事業における区内介護老人

福祉施設の事業実施率（⇗） 

－ 100％ 55.6％ 

03 高齢者の地域包括ケアの推進 

地域包括支援センター職員一人あた

りの 65 歳以上高齢者数（⇘） 

1,143 人 

(H27.4) 
860 人 1,036 人 

概ね順調 要介護３以上の高齢者のうち、在宅で

介護サービスを利用している人の割

合（⇗） 

42.2％ 

(H27.4) 
50％ 43.0％ 

04 地域福祉の充実 

地域保健福祉計画の進捗状況（⇗） － 100％ 100％ 順調 

05 障がい者施策の総合的な推進と計画的な施設整備 

生活介護施設の定員数（⇗） 
402 人 

(H27.4) 
582 人 659 人 

順調 障がい福祉サービス（21支援事業）・

障がい児福祉サービス（６支援事業）

の利用者延べ人数（年間月平均）（⇗） 

4,289 人 

(H27 年度) 
9,185 人 8,244 人 

06 障がい者の自立支援と社会参加の促進 

板橋区障がい者就労支援センターを

通じた就労者数（⇗） 

77 人 

(H27.3) 
115 人 74 人 

概ね順調 
障がい者社会参加促進事業の参加数

（⇗） 

3,345 人 

(H26 年度) 
3,840 人 2,680 人 

指標項目 当初値 
目標値 

（令和７年度） 

現状値 

（令和５年度） 
進捗状況 

07 生活基盤の安定と自立の促進 

就労支援対象者の就職率（⇗） 
41.7％ 

(H27.3) 
60.0％ 37.2％ 

概ね順調 
被保護者のうち生活支援サービスを

利用している者の割合（⇗） 

2.8％ 

(H27.3) 
6.0％ 10.2％ 

【進捗状況の評語】 

「順調」：計画どおりに進捗しており、目標達成が見込める状態。 

「概ね順調」：進捗状況に課題はあるが、事業の継続により目標達成が見込まれる状態。 

「停滞」：目標に対してあまり進展していない状態。 

 

２ №１プラン 2018～2025 における実施計画事業の進捗状況 

事業名 10 か年の目標量 平成 28～令和５年度実績 進捗状況 

特別養護老人ホームの整備促進 

民間特別養護老人ホーム

等整備助成 553 床 

※令和５年度までの８か

年事業量 

施設整備 427 床 
平成 30 年度 

計画事業完了 

地域密着型介護サービスの整備

促進 

地域密着型サービス拠点

施設整備助成 27 か所 

※令和５年度までの８か

年事業量 

地域密着型サービス拠点施設整備

助成 18 か所 
一部遅延等 

地域包括支援センターの拡充 

新設 ３か所 

移転 １か所 

※適正配置による移転 

新設 ３か所 

移転 ５か所 

※当初目標１か所のほか、施設老

朽化などによる移転が４か所 

平成 30 年度 

計画事業完了 

板橋区版ＡＩＰの深化・推進 

多職種が参画する会議体

の再編と会議の実施 

第２層生活支援ｺｰﾃﾞｨﾈｰﾀｰ

配置地域数 18 か所 

10 の筋トレ 130 グループ

立ち上げ、130 グループ継

続 

多職種が参画する会議体の再編 

再編後の会議の継続実施 

第２層生活支援ｺｰﾃﾞｨﾈｰﾀｰ配置地

域数 15 か所 

10 の筋トレ 133 グループ立ち上

げ、113 グループ継続 

順調 

認知症施策の推進 

認知症サポーターの活用  

19 地区 

認知症初期集中支援チー

ム配置 19 か所 

認知症カフェ設置 34 か所 

認知症サポーターの活用 19 地区 

認知症初期集中支援チーム配置 

19 か所 

認知症フレンドリーカフェ設置 

34 か所 

平成 30 年度 

計画事業完了 

障がい者福祉センターの改修 改修等に係る検討・調整 大規模改修工事の実施 
平成 30 年度 

計画事業完了 

生活介護施設・重症心身障がい児

（者）通所施設の整備 

施設整備４か所（定員 180

名増）（内：重症心身障が

い児(者)通所施設 定員25

名増） 

施設整備 10 か所 

定員 224 名増（内：重症心身障が

い児(者)通所施設 定員 23 名増） 

令和２年度 

計画事業完了 

福祉園の改修 
改修等に係る検討・調整 

３園 
大規模改修工事の実施 

平成 30 年度 

計画事業完了 

発達障がい者支援センターの開

設 
開設 １か所 開設 １か所 

令和２年度 

計画事業完了 

障がい者基幹相談支援センター

の開設 

センター開設 

地域生活支援拠点開設 

センター開設 

地域生活支援拠点開設 

平成 30 年度 

計画事業完了 

資料２－２ 
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【進捗状況の評語】 

「順調」：概ね計画に基づいた進捗が図られているもの。（７割以上） 

「完了」：計画策定当初の目標又は目的はすでに達成し、計画事業としての役割を終えたもの。 

「一部遅延等」：計画事業量に一部遅延等が生じているもの。 

「変更」：事業実績や方法等の見直しにより、計画事業外としたもの。 

３ 令和５年度区民意識意向調査の結果 

調査内容 全体 30 歳代 65～74 歳 75 歳以上 

近所や地域の人を支援したり、

支援されたりしたことがある 
37.2％ 27.2％ 42.4％ 44.0％ 

地域住民同士の支え

合い活動の中ででき

るもの 

第１位 
身近な話し相手に

なること：39.6％ 

身近な話し相手に

なること：41.2％ 

身近な話し相手に

なること：42.5％ 

身近な話し相手に

なること：39.9％ 

第２位 
ごみ出しなどの家

事援助：25.7％ 

高齢・障がい者・子

どもなどの見守り

活動：30.1％ 

ごみ出しなどの家

事援助：29.1％ 

ごみ出しなどの家

事援助：27.6％ 

第３位 

高齢・障がい者・子

どもなどの見守り

活動：23.2％ 

地域での防災・防

犯の活動支援：

28.7％ 

高齢・障がい者・子

どもなどの見守り

活動：26.3％ 

高齢・障がい者・子

どもなどの見守り

活動：17.1％ 

４ 基本計画 2025 計画期間における社会環境の変化等を踏まえた対応 

■板橋区版ＡＩＰの深化・推進 

○国は、団塊世代の全てが 75 歳以上と

なる令和７（2025）年を目途に、高齢者の

尊厳の保持と自立生活の支援の目的のも

と、可能な限り住み慣れた地域で、暮ら

し続けることができるよう、医療・介

護・介護予防・住まい及び自立した日常

生活の支援が、包括的に確保される体

制として、「地域包括ケアシステム」の

構築を推進しています。 

○区では、国が掲げる地域包括ケアシステ

ムを中核としつつ、シニア活動支援な

ども独自に加えた「板橋区版ＡＩＰ」を

構築し、年齢を重ねても安心して住み慣れたまち

（地域）に住み続けることができるよう、７つの重点分野を定め、令和７（2025）年を見据えて様々な取

組を推進してきました。 

○しかしながら、今後の人口構造の変化に加えて、新型コロナウイルス感染症予防のための外出自粛等の影

響によるフレイルの進行、孤立する高齢者や認知症高齢者の増加が課題となっています。 

○このような状況を踏まえつつ、ポストコロナ時代における社会生活の変化にも対応するため、オンライン

の活用による通いの場や各種講座等、社会とつながる機会を活性化させることで、介護予防やフレイル予

防、孤立の防止につなげてきました。引き続き、地域住民の複雑化・複合化した地域生活課題の解決に向

けて、各関係機関や支援機関との連携を図り、分野別の垣根を越えた重層的支援体制整備事業の活用も検

討しながら、包括的な支援体制を推進していきます。 

５ 区民検討会の結果 

【意見の概要】 

10 年後のめざす姿 実現に向けて必要な政策 区民ができること 

誰にでも情報が届

く環境作り 

①情報まとめアプリの開発 

②積極的な発信 

①地域のつながり 

②回覧板 

子どもの増加 

①賃金 UP 

②働きやすさ 

③預けやすさ 

④憩いの場所 

①声出し 

生き生きと働ける

町 

①賃金 UP 

②高齢者雇用 
①国への声出し 

健康寿命の延伸 
①憩いの場所（銭湯） 

②カウンセリング 

①声がけ 

②歯を大切にする 

③食生活や運動を大切に 

④趣味を見つける 

福祉の人材開発 
①職員の待遇改善 

②プラチナ世代の活用 
①知識の習得チャンス 

 ※区民検討会では、「安心の福祉・介護、豊かな健康長寿社会」をテーマとした。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「板橋区版ＡＩＰ」構築イメージ図 
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【グラフィックレコーディング】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


